





2. 調査の視点と教.合対策へのつながり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・ 2 
3.調伐の概要 ・
第二節 長男の生産生活と人間形成 ・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 4 
1. 資 料 ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ 4 
(1) y ti ..・ー・・ーー・・ー ・ー ・ー ・ー・ー・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 4 
1勾 日家若主人の談・・・・・・・:.................. . .•.........•..... 5 
(3) G ri ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 
(4) K ;T ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 8 
(5) s 京 ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ー............•.... LO 
16) W 潜 ・・ー・・・・・・・・.....................................12 
2. 農業生産K関する教育の機会 ・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 
3. 教育はXのように接近すべきか ・ ・・・......-...........・・・・・・・・・ 16
4. 家後主義の教育からの解放を求めて ・・・a・・・・・・ ・・・ e・・・・・・・・・ 18
5.家族主義の教育から解放される場の実現 ・........................19 




料 • ........................... ...・・・・・・・・・・・・・・・ 21 
fl' ..........一一一一一一一一一一一一一一一一 21
n ............... ...... .......23 
(3) 1 翁 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 
2.二，三男の希望と生活 ............................................25 
第四節 女子青年の生産生活と人間形成 ・・・・・・・・ 1・・・・・・・・ 1・・・・・・ ・・27
1.資 料 ・
(1) A さ ん ・・ ・... . ......• ............... ・・・・・・・・・・;・ー 27
(2) 日 さ ん ・・・・・・・・・・・・・・ ・ーγ・・・1・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・29
(3) C さ ん ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 
(4) E さ ん ・・γ ・・・・・・・ ・J・2・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・......32 
2. 生産生酒と女子青年の人間形成 ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・r・ ・・・・33
3.和、洋裁教育と生活設計.........................，.....，.... ....35 
4. Fさんの考え方・・ 農家の嫁について ・・・・・・・・・・・.・・・・・・・・・・・・・ 36
第五節 農耕青年の生活類型とその教育 ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・....・ ・40
1. 農業自営青年・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・L・・・・・・・・・・・・・・ 40 
2. 抱えこみ二，三男 ・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・唾1





















































































誌な別I33 i 32 1 27 26 官十
(男 1 一 2 5 H 女 一 2 9 B 
一 一 3 9 
2 2 4 1 
T { 労女 一 . 一 4 一 一. 3 































































































































































































































































































































































































































































意義あることであるが，それは具体的には， Hかん1Iや Hこっ仰やd 手わぎI{
でしめられるく也験的技能〉のとりこにされず，生産的な面での近代的感覚を

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































をねらうとき~， 4Hはあくまでも課題的，突践的であり 3 青年学級は学校教育
的な，準備された教育の場といえるのである。 4Hや各種のクラブが，家庭や
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